
第２３回全国ラージボール卓球大会

（１）名 称 平成２２年度全国ラージボール卓球大会

（２）期 日 平成２２年６月１０日（木）～６月１３日（日）

（３）会 場 鹿児島アリーナ（ JR「鹿児島中央駅」より市営バス「鹿児島アリーナ前」）

〒890-0023 鹿児島県鹿児島市永吉１－３０－１

TEL（０９９）２８５－２２４４、FAX(０９９）２５８－４５７０

（４）主 催 (財)日本卓球協会

（５）主 管 鹿児島県卓球連盟

（６）後 援 鹿児島県、鹿児島県教育委員会、（財）鹿児島県体育協会、鹿児島市、

鹿児島市教育委員会、鹿児島市体育協会、南日本新聞社、南日本放送

（７）競 技 種 目

イ．シングルス：各種目Ａ／Ｂクラスに分けて実施する。但し、⑧男子８０、⑨男子８５、

⑰女子８０、⑱女子８５の４種目についてはＡ／Ｂの区別はしない。

①一般男子シングルス（年齢制限なし）⑩一般女子シングルス（年齢制限なし）

②男子シングルス４０（４０歳以上） ⑪女子シングルス４０（４０歳以上）

③男子シングルス５０（５０歳以上） ⑫女子シングルス５０（５０歳以上）

④男子シングルス６０（６０歳以上） ⑬女子シングルス６０（６０歳以上）

⑤男子シングルス６５ (６５歳以上） ⑭女子シングルス６５（６５歳以上）

⑥男子シングルス７０（７０歳以上） ⑮女子シングルス７０（７０歳以上）

⑦男子シングルス７５（７５歳以上） ⑯女子シングルス７５（７５歳以上）

⑧男子シングルス８０（８０歳以上） ⑰女子シングルス８０（８０歳以上）

⑨男子シングルス８５（８５歳以上） ⑱女子シングルス８５（８５歳以上）

ロ．ダブルス ：ダブルスは２名の合計年齢とし、各種目Ａ／Ｂクラスに分けて実施する。但し、

⑦男子ダブルス150、⑧男子ダブルス160、⑮女子ダブルス150、⑯女子ダブルス160

の種目についてはＡ／Ｂの区別はしない。

①一般男子ダブルス（年齢制限なし） ⑨一般女子ダブルス（年齢制限なし）

②男子ダブルス 80（合計８０歳以上） ⑩女子ダブルス 80（合計８０歳以上）

③男子ダブルス100（合計１００歳以上）⑪女子ダブルス100（合計１００歳以上）

④男子ダブルス120（合計１２０歳以上）⑫女子ダブルス120（合計１２０歳以上）

⑤男子ダブルス130（合計１３０歳以上）⑬女子ダブルス130（合計１３０歳以上）

⑥男子ダブルス140（合計１４０歳以上）⑭女子ダブルス140（合計１４０歳以上）

⑦男子ダブルス150（合計１５０歳以上）⑮女子ダブルス150（合計１５０歳以上）

⑧男子ダブルス160（合計１６０歳以上）⑯女子ダブルス160（合計１６０歳以上）

ハ．混合ダブルス：ダブルスは２名の合計年齢とし、①～⑥の種目についてはＡ／Ｂクラスに分けて

実施する。但し、⑦混合ダブルス１５０と⑧混合ダブルス１６０の種目について

はＡ／Ｂの区別はしない。

①一般混合ダブルス （年齢制限なし）

②混合ダブルス８０ （合計 ８０歳以上）

③混合ダブルス１００（合計１００歳以上）

④混合ダブルス１２０（合計１２０歳以上）

⑤混合ダブルス１３０（合計１３０歳以上）

⑥混合ダブルス１４０（合計１４０歳以上）

⑦混合ダブルス１５０（合計１５０歳以上）

⑧混合ダブルス１６０（合計１６０歳以上）

※参加者が８名（組）に満たない種目は１、２位のみの表彰とする。

※男女シングルス８０・８５、男女ダブルス１５０・１６０、混合ダブルス１５０・１６０は

Ａ／Ｂのクラス分けをしない。（Ａ／Ｂの区別については、（11）参加資格④を参照のこと。）



（８）試 合 方 法

①各種目とも１１本３ゲームマッチとする。

②男女シングルスおよび混合ダブルスは、第１ステージは３名（組）によるリーグ

戦とし、第２ステージは第１ステージの１位・２位の者（組）によるトーナメン

ト方式とする。

③男女ダブルスはトーナメント方式とする。

（９）競技日程（日程については参加申込数により変更することがあります。）

６月 ９日（水） 受付、練習

１０日（木） 開会式 （９：００～）

混合ダブルス （130～160 決勝まで）

男女ダブルス （130～160 一部決勝まで）

１１日（金） 男女ダブルス （130～160 決勝まで）

混合ダブルス （120 予選の一部）

男女シングルス（65～85 ﾄｰﾅﾒﾝﾄの一部まで）

１２日（土） 男女シングルス（65～85決勝まで）

混合ダブルス （一般～120 決勝まで）

男女ダブルス （一般～120 決勝まで）

男女シングルス（一般～60 予選ﾘｰｸﾞの一部）

１３日（日） 男女シングルス（一般～60 決勝まで）

閉会式 （１５：００～ 予定）

（10）競技ルール ①現行の新卓球（ラージボール）ルールによる。

②表ソフトラバー（粒高ラバーを除く）のみが使用できる。また、ラケットの使用

しない面であっても、使用が禁止されているラバーを貼ることはできない。

③ゼッケンは平成２２年度（財）日本卓球協会指定のものを使用すること。

④審判は第１ステージ・第２ステージ（トーナメント）ともに選手の相互審判およ

び敗者審判で行う。

（11）参 加 資 格 ①参加者は、当該都道府県に居住または勤務している者で平成２２年度（財）日本

卓球協会登録者であること。

②年齢は、平成２３年４月１日迄に当該年齢に達している者であること。

(但し、一般に出場する選手の年齢制限はない)

（イ）４０（40歳以上）は昭和46年４月１日以前に生まれた者。
（ロ）５０（50歳以上）は昭和36年４月１日以前に生まれた者。
（ハ）６０ (60歳以上）は昭和26年４月１日以前に生まれた者。
（ニ）６５ (65歳以上）は昭和21年４月１日以前に生まれた者。
（ホ）７０（70歳以上）は昭和16年４月１日以前に生まれた者。
（ヘ）７５（75歳以上）は昭和11年４月１日以前に生まれた者。
（ト）８０（80歳以上）は昭和 6年４月１日以前に生まれた者。

（チ）８５（85歳以上）は大正15年（昭和元年）４月１日以前に生まれた者。
③各選手は、シングルス、ダブルスの該当種目の各１種目（合計３種目）に出場で

きる。（同一種目内において、一般と年代別を重複して出場はできない。）

④ A ／ B クラス分け

A クラス：全日本選手権大会（一般、マスターズ）、全日本社会人選手権大会出

場者および過去の本大会 B クラス優勝者(ダブルス種目含む)および

希望者

B クラス：A クラス以外の者

※上記クラス分けは、申込時において選手の自己申告とする。

⑤Ａクラスの者とＢクラスの者で組むダブルスはＡクラスに出場するものとし、ダ

ブルスのパートナーは同一加盟団体の者に限る。但し、「男女ダブルス、混合ダ

ブルス」の１５０・１６０の種目のみ登録地が隣接する都道府県の選手同士で組

むことができる。



⑥各都道府県の各種目の代表選手数には制限を設けない。但し、都道府県の各加盟

団体の責任者が全種目を一括して申し込むこと。

⑦審判ができること。（できれば公認審判員の資格を有することが望ましい）

なお、 帯同者が替わりに審判をしてもよい。

（12）参 加 料 シングルス１名 ３，０００円、ダブルス１組 ４，０００円

（13）申 込 方 法 別紙参加申込書に必要事項を明記し、各都道府県加盟団体長捺印の上、下記宛申し

込むこと。尚、参加料は現金書留又は振込にて、日本卓球協会宛送金のこと。

（振込先：みずほ銀行 渋谷支店 当座 №5337 財団法人日本卓球協会）

原本を 〒150-8050 東京都渋谷区神南１－１－１ 岸記念体育会館内

(財)日本卓球協会 宛

TEL（０３）３４８１－２３７１、FAX（０３）３４８１－２３７３

コピーを 〒890-0041 鹿児島県鹿児島市城西１-１９-２３ 平山忠廣 様気付

鹿児島県卓球連盟 宛

TEL･FAX：（０９９）２５６－３０１９

注）個人またはチームからの日本卓球協会への直接申込および送金は受け付けない。

必ず各都道府県の加盟団体が上記参加資格を確認し、一括して申込みをするものとする。

（14）申 込 締 切 平成２２年４月１２日（月）必着のこと。

締切日迄に申込無き場合は、不参加とみなす。もし、事情により遅れる場合は、必

ず日本卓球協会事務局まで連絡のこと。

（15）宿 泊 宿泊等の案内については、後日旅行代理店より連絡する。

（16）そ の 他 ①一旦申し込まれた選手の締切期日後の変更は原則として認めない。

②やむを得ない事情で本大会を棄権する場合は、必ず主管地及び本会宛連絡するこ

と。

③10回出場表彰を行います。該当者は参加申込書(10回表彰欄)に記入申請すること。

（10回目の出場者が対象。一度表彰された方は該当しません。）

④本大会及び予選におけるケガ、疾病が発生した場合は、本会規程により

「お見舞金」が支給されます。

⑤個人情報の取り扱いに関して

大会参加に際して提供される個人情報は本大会活動に利用するものとし、それ以

外の目的に利用することはありません。


